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Abstract The subspecies division of the Japanese population of Neptis pryeri Butler is revised. 
Through the analysis of wing maculation and mtDNA (ND35), a new subspecies N. pryeri kiiensis is 
described for the population ranging on the lime stones and rocky areas of the Kii Mountains in the 
Kii Peninsula, to which N. p. iwasei Fujioka ,1998 has so far been applied. 
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筆者 ら の 二 人 , 福田 ・ 美 ノ 谷 は , | 奈良 県 に 分 布 す る 2 系 統 の ホシ ミス ジ に つい て 」 の 中 で , 紀伊 山地 
に 孤立 分 布 す る 黒 化 型 ホシ ミス ジ は , AIN P ALCEE Neptis pryeri iwasei と も 瀬戸 内 亜 種 W. ヵ . se- 
toensis と も 違う 集団 で ある こと を 述べ , 亜 種 問題 は , 別 の 機会 に 整理 し て 詳し く 報 告 す る と し た (fü 
HH - F/A, 2004). これ まで に , 筆者 ら の 二 人 , 福田 ・ 美 ノ 和 谷 は , 日 本 産 各地 の ホシ ミス ジ ど に つい て , 地 
質 や 気候 ・ 食 餌 植物 な どの 環境 要因 を 吟味 し , 分 布 成因 の 仮説 を 立て , 最終 的 に は 成虫 の 斑紋 分 析 か 
b, その 一 つつ ー つ の 集団 の 分 類 学 的 位置 づけ を 決定 する 研究 を 展開 し て きた (福田 ・ 美 ノ 谷 , 1999, 
2000, 2002; 藤岡 ほか , 1999; 福田 ほか , 2000; 福田 , 2007. し か し な が ら , 近年 , EREE! opo 
種 に つい て , DNA 解析 が 行わ れ , それ ら が 示す 地理 的 隔離 の 歴史 的 時 間 経 過 の デー タ が , 分 布 成因 の 解 
明 に 有効 で ある こと が 分 か っ て きた . そこ で , 筆者 ら の 二 人 , 福田 ・ 美 ノ 谷 は , その 流れ を 受け , 成虫 斑 
紋 だ け で な く , DNA 解 析 の 手法 を 取り 入れ る こと が 分 布 成因 研究 を 進め る 上 で 重要 で ある と 考え る よ 
うに な っ た . こ の 考え を 持つ 契機 は , 筆者 ら の 二 人 ., 美 ノ 谷 ・ 新 川 が . フタ スジ チョ ウ Neptis rivularis の 
KERHOR OX DNA で 解析 し た こと に 始ま る . 了 予想 に 反 し. フタ スジ チ ョ ウ は 日 本 ・ 中 国 ・ 韓 国 の 
検体 すべ て の mt の 5 DNA が 完全 に 一 致し た ( 美 ノ 谷 ほ か , 2002). 以来 , 筆者 ら の 二 人 , 美 ノ 谷 ・ 新 川 は , 
日 本 産 ホ シミ スジ で は どう な る の か DNA 解析 が 気がかり と な り , いく つか の 産地 個体 群 で 試験 的 な 解 
析 を 試み た . と ころ が , 今度 は フタ スジ チョ ウ と は 倍 う 結 果 を 生む こと と な っ た . ホ シミ スジ は , 各 産地 
ご と に 少な か ら ず DNA に 違い が 見 られ た の で ある . その 後 , 筆者 ら の 一 人 , 福田 も 加わ り , 日 本 産 や ー 
部 外国 産 の ホシ ミス ジ に つい て も ,mtW の 5 DNA 解析 を 進行 させ , その 情報 と フィ ー ル ド 情 報 と を 総合 
L, 三 人 で 論議 を 共有 し 今日 まで 研究 を 継続 し て きた . そ の よう な 中 で , DNA 解析 デー タ の 紀伊 山地 個 
体 群 の 部 分 が , 本 州 中 部 以 北 亜 種 :wzse: と も 瀬戸 内 亜 種 setoensis と も 違う クラ スタ ー に 入る こと が 明 
確 と な り , 懸案 で あっ た 紀伊 山地 個体 群 の 分 類 学 的 位置 づけ が 明らか と な っ た . 本 報 で は , 成虫 斑紋 の 
分 析 ,DNA 解析 の 結果 か ら , 紀伊 山地 個体 群 の 新 亜 種 記載 を 行う . 紀伊 山 地 個体 群 の 食餌 植物 , 幼虫 生 
HE, 気候 , 地質 を 含め た 生息 環境 に つい て は , 「 奈 良 県 に 分 布 す る 2 系統 の ホシ ミス ジ に つい て 」 ( 福 
田 ・ 美 ノ 谷 , 2004) を 参照 され た い . 
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Fig. 1. Phylogenetic relationship of Japanese Neptis pryeri subspecies inferred from mtND5 DNA. 


成虫 斑紋 の 分 析 


斑紋 の 分 析 に 供し た 標本 産地 は 以下 の 通り で ある . 


紀伊 山地 個体 群 : 奈良 県 川上 村 ・ 十 津川 村 の 28 個体 (Figs 2-10). 

瀬戸 内 亜 種 : 奈良 県 大 淀 町 ・ 大 阪 府 大 東 市 ・ 京 都 府 字 治 市 ・ 滋 賀 県 大 津 市 の 計 55 個体 (Figs11,12) 

本 州 中 部 以 北 亜 種 : 山形 県 南陽 市 ・ 山 形 県 朝日 村 ・ 新 潟 県 山北 町 ・ 埼 玉 県 秩父 市 大 滝 ・ 東 京都 人 王 
子 市 ・ 山 梨 県 北杜 市 ・ 長 野 県 岡谷 市 ・ 長 野 県 大 鹿 村 の 計 298 個体 (Figs 13-106). 


ホシ ミス ジ 紀 伊 山地 個体 群 の 成虫 斑紋 の 分 析 は , 隣接 し て いる setoensis と 行っ た . 前 後 次 表 面 裏 面 の 白 
斑 の 形状 を 比較 検討 し た . ま た , 紀伊 山地 個体 群 と gse: と の 成虫 斑紋 の 形状 を 比較 検討 し た . 紀 伊 山 
地 個体 群 と 同 程度 ( 後 次 表面 亜 外 縁 の 白 帯 が 6 室 で 痕跡 程度 に な 0, 後 翔 裏 面 亜 外縁 の 6 つの 白斑 列 
が 消失 ある い は 痕跡 程度 に な る ) の 黒 化 型 が 出現 する iwasei 各 産 地 の 出現 頻度 と その 特徴 お よび 紀伊 
山地 個体 群 に は 見 られ な い zwgser の 多様 性 ある 斑紋 変異 に も 触れ た . setoensis の 中 に わずか に 黒 化 型 
に は な ら な い が , 黒 化 傾向 を 示す 産地 が 存在 する が , 紀伊 山地 個体 群 と 隣接 し て いる 産地 に は 存在 し て 
いな いこ と を 付記 し て お く . 


は じ め に 、, 紀伊 山地 個体 群 と setoensis の 比較 検討 を 行う . 前 後 契 表面 裏面 の 白斑 の 形状 を 詳し く 調 べ 
た 結果 , Table 1 に 示す よう な 違い が 見 られ た . 紀伊 山地 個体 群 は , 前 次 表面 の 白斑 の 発達 が 弱く , 黒い 
部 分 が 目立つ . 特に 前 次 表面 の 亜 外縁 の 1 室 か ら 2 室 ,4 室 か ら $ 室 に 出現 する 白い 筋 (一 条 流 紋 ) が ほ 
と ん と 出現 し な いか 全く 出現 し な い . 基 部 か ら 中 室 に か け て の 5 つの 白斑 列 も 小さ く 出 現す る . KAE 
面 の 亜 外 縁 の 白 帯 は , 1b 室 か ら 6 室 に いく に 従っ て 小 き く 六 跡 程度 に な り ,2 室 の 白斑 は 2 つ に 分 か れ 
る 場合 が 多い . 後 凌 裏 面 の 亜 外 縁 の 白 帯 は , 各 室 の 次 脈 間 に 隙間 が で き , や や 丸み を 帯び る 傾向 が ある . 
亜 外 縁 の 白斑 列 は 全く 出現 し な いか 痕跡 程度 で ある (Figs 2-10). 筆者 ら の 二 人 , 福田 ・ 美 ノ 谷 は , 三重 
県 大 台 町 (I 旧 宮川 村 ) 産 の ホシ ミス ジ に つい て も る , 成虫 斑紋 の 特徴 が 紀伊 山地 個体 群 (奈良 県 川上 村 ・ 

十津川 村 産 ) と 同一 で ある こと を 確認 し て いる . それ に 対 L, setoensis は , 前 麹 表面 の 白斑 の 発達 が 強く , 
白い 部 分 が 目立つ . 特に 前 麹 表面 の 亜 外 縁 に 沿っ て 出る 白い 筋 (一 条 流 紋 ) が は っ きり と 白く 出現 する . 
基部 か ら 中 室 に か け て の 5$ つ の 白斑 列 も 太く 大 きく 出現 する 場合 が ほとん ど で あ る . 後 契 表 面 の 亜 外 
縁 の 白 帯 は , 1b 室 か ら 6 室 まで 太く 大 きく 歯 型 状 に 出現 する . 後 次 裏面 の 亜 外縁 の 白 帯 は , REOM 
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Table 1. Diagnostic features of wing maculation between N. pryeri kiiensis subsp. nov. and N. pryeri setoensis. 





kiiensis setoensis 
White maculation area on the upperside small large 
of both wings 
Submarginal fascia on the upperside absent or scarce prominent 
of forewing 
Five white patches from base to the cell small mostly large 
on the upperside of forewing 
Postdiscal band on the upperside of vestigial or small large and dentate 
hindwing 
Postdiscal band on the under side of white patch in cell rather small, white patch in the cell large, 
hindwing interrupted by veins dentate, not so much 
interrupted by veins 
Line of white patches in submarginal absent or vestigial clear line of 6 patches 


fascia on the underside of hindwing 


間 の 隙間 が 少な く 歯 型 状 に 太く 大 きく 出現 する . 亜 外 縁 の 白斑 列 は 6 つと も は っ きり と 出現 する (Figs 
11-12). 


この こと か ら , 紀伊 山地 個体 群 は , 明らか に setoensis と は 違う 集団 で ある こと が 分 か る . 


つぎ に , 紀伊 山地 個体 群 と iwasei の 比較 検討 を 行う . iwasei は , setoensis と 違い , 比較 的 黒 化 型 (RH E 
Ii SE HERO ET 236 E CIR EE HE AZ 7e 5) が 出現 し や すい の が 特徴 で ある . その 出現 頻度 は 産地 に より 
違っ て いる . 山形 県 南陽 市 438: 7%, 山形 県 朝日 村 5/24: 2196, 新潟 県 山北 町 1/26; 4%, 埼玉 県 秩父 市 大 
滝 954: 17%, 東京 都 八 王子 市 W52: 17% (福田 , 2003), 山梨 県 北杜 市 025: 0%, 長野 県 岡谷 市 3/32: 9%, 
長野 県 大 鹿 村 19/27; 70% と な り , これ ら 8 産 地 の 平 均 黒 化 型 出現 頻度 は , 50/298; 17% と な る . 紀伊 山地 
個体 群 は 90% 程 度 が 黒 化 型 と な り , 6 室 が 痕跡 程度 に な ら な い 黒 化 型 に 近い 個体 を 含め る と ほぼ 100% 
が 黒 化 型 と な る . また , 後 玩 裏面 亜 外縁 の 白斑 列 は 全く 出現 し な いか 六 跡 程度 で , 麹 全 体 の 斑紋 も ほ と 
ん ど 安 定 し て いる . それ に 対し , iwaseilà, 上 記 の よう に 8 産地 の 中 で は 0% か ら 70% 程 度 が 黒 化 型 と な 
る が , それ ら の 黒 化 型 は , 産地 ご と に 斑紋 に バラ ツキ が 見 られ る の が 特徴 で ある . また , 紀伊 山地 個体 群 
と 決定 的 に 違う こと は , 多く の 産地 で iwasei は 黒 化 型 に な ら な い 個 体 が 多く, 後 政 裏面 亜 外縁 の 白斑 列 
の 形状 に 多様 性 が 見 られ る こと で ある . すなわち,6 つ の 斑紋 が 明確 に 出現 し た り , や や 薄く 出現 し た 
り , 痕跡 程度 に な っ た り , 全 く 出 現し な か っ た り 様 々 な 様相 を 呈す こと で ある (Figs 13-16). 


これ ら の こと か ら , 紀伊 山地 個体 群 は , iwasei と も 同一 の 集団 で は な いこ と が 分 か る . 





DNA の 解析 


DNA に よる 日 本 お よび 一 部 外国 産 を 含め た ホシ ミス ジグ ルー プ の 解析 結果 は , 人 筆者 ら が 別に 論文 を 進 
め て いる が . 今 回 は 紀伊 山地 個体 群 に つい て 東日本 個体 群 , 西日本 個体 群 や 山陰 個体 群 な どの 部 分 を 
抜粋 し , 比較 検討 する . NDS (ミト コン ドリ ア 遺 伝 子 ) の 822 対 塩基 配列 を 用 いて pxp4.0b10 ソ フト で 作 
成 し , NJ 法 (近隣 結合 法 ) で 構築 し た 分 子 系 統 樹 を Fig. 1 に 示し た . こ の 分 析 の 結果 で は 日 本 産 ホ シミ 
スジ は 地域 的 に 特異 な 分 化 を し て いる こと が 分 か っ て き て いる . 他 の 蝶 に は 少な い 地 域 分 化 で あり . 日 
本 列島 へ の 進入 過程 の 多少 の 時 間 的 な 差 . そ し て 隔離 が も た らし た 結果 で あろ うと 推察 され る . 


紀伊 山地 個体 群 は 日 本 産 ホ シミ スジ どの 中 で は まとまっ た 集団 で 塩基 置換 も 東日本 個体 群 や 西日本 個体 
FE 1-13 0.488— 0.50496 ぐら い , 隠岐 や 山陰 個体 群 と は 0.488% ぐ らい の 差 が あり , 長い 隔離 時 間 が 推定 さ 
れる . 成虫 の 斑紋 も 安定 し た 黒 化 型 と な っ て いる . 紀伊 山地 個体 群 は 近隣 の 西日本 個体 群 お よび や や 分 
布 の 離れ て いる 東日本 個体 群 と は 長期 に わた り 隔 離 が ある こと を 示し , 日 本 産 ホ ン ミ スジ の 中 で 歴史 
的 に 違う 時 期 に 日 本 に 侵入 し て 来 た と 思わ れる . 


日 本 産 ホ シミ スジ は 斑紋 形態 と 分 子 系 統 で の 個体 群 が 完 全 に 一 致し な いも の も ある . そ の よう な 点 か 
ら 斑 紋 形態 か ら だ け で は 地理 的 隔離 の 考察 は 難し い 場 合 も あり , さら に 斑紋 の 変異 は 生息 地 が 小 集 団 
化し て いる ホシ ミス ジ の 個体 群 で は , ボトル ネッ ク 効 果 の 可能 性 は 払拭 し きれ な い . し か し , 紀伊 山地 
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Figs 2-16. Neptis pryeri subspp. 2-5. N. p. kiiensis subsp. nov., Nara Pref., Yoshino-gun, 
Kawakami-mura, Kohnotani. 2, 4, holotype; 3, ?, paratype; 4, $?, paratype; 5, +, 
paratype. 6-10. N. p. kiiensis subsp. nov. Nara Pref., Yoshino-gun, Totsukawa-mura,Taki. 
6, 3, paratype; 7, 4, paratype; 8, 4, paratype; 9, 4, paratype; 10, $, paratype. 11-12. 
N. p. setoensis. 11, d, Osaka-fu, Daito; 12, $, Nara Pref., Yoshino-gun, Oyodo-cho. 
13-16. N. p. iwasei. 13-14. Yamanashi Pref., Hokuto, 4, 9. 15-16. Saitama Pref., 
Chichibu, Otaki, 4, 9. 
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Figs 2-16. Underside. 


個体 群 は 斑紋 変異 も 安定 し た 黒 化 型 個体 群 で あり . 分 子 系 統 解 析 の 結果 も 長い 歴史 的 時 間 の 経過 を 支 
持 し て いる . 


以上 , 成虫 斑 絞 の 分 析 お よび DNA の 解析 か ら , 紀伊 山地 個体 群 は 瀬戸 内 悪 種 sezoezsjs と も 本 州 中 部 以 
北 亜 種 wasei と も 異な る 集団 で ある と 判断 し た . す で に, 藤岡 (1998) は , 紀伊 山地 個体 群 を 含め た 日 本 
本 土 (本 州 ・ 四 国 ・ 九 州 ) 産 に 亜 種 名 iwasei を 適用 し て いる が , 本 研究 に より , 別 亜 種 に 分 割 さ れる こと 
と な る . 以 下 に 新 亜 種 の 記載 を 行う . 
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新 亜 種 の 記載 
Neptis pryeri kiiensis subsp. nov. (Figs 2-10) ホシ ミス ジ 紀 伊 山地 亜 種 


紀伊 山地 亜 種 は , 前 後 弟 表 面 全体 の 白斑 面積 は 小さ く 全 て 黒 化 型 と な る . 瀬戸 内 亜 種 は , 前 後 凌 表面 全 
体 の 白斑 面積 は 大 きく 黒 化 型 に な ら な い (Figs11,12). 本 州 中 部 以 北 亜 種 は , 前 後 契 表面 全体 の 白斑 面 
積 の 小さ い 黒 化 型 個体 が 各 産 地 ご と に バラ ツキ は ある も の の 平均 20% 程 度 出現 する が , その 多く の 個 
体 は , 白斑 面積 が 大 きく な り , 黒 化 型 に な ら な い (Figs 13-16) (Table 1). DNA 解析 に お いて も 紀伊 山地 
亜 種 と 瀬戸 内 亜 種 , 本 州 中 部 以 北 亜 種 と の 違い は 明らか で ある (Fig. D. 


Holotype. 4 (Fig. 2), Nara Pref., Kawakami-mura, Kohnotani, em. 28. X. 2002, ex larva, N. Minotani leg., 
preserved in the National Science Museum, Tokyo. Paratypes. 1 そ (Fig. 3), Nara Pref.,Kawakami-mura, 
Kohnotani, em. 18. X. 2002, ex larva, H. Fukuda leg.; 1 * (Fig. 4), Nara Pref., Kawakami-mura, Kohnotani, 
em. 12. X. 2002, ex larva, H. Fukuda leg.; 1 ? (Fig. 5), Nara Pref., Kawakami-mura, Kohnotani, em. 6. X. 
2002, ex larva, H. Fukuda leg.; 1 ^ (Fig. 6), Nara Pref., Totsukawa-mura, Taki, em. 29. IX. 2002, ex larva, N. 
Minotani leg.; 1 4 (Fig. 7), Nara Pref., Totsukawa-mura, Taki, em. 8. X. 2002, ex larva, H. Fukuda leg.; 1 4 
(Fig. 8), Nara Pref., Totsukawa-mura, Taki, em. 30. IX. 2002, ex larva, H. Fukuda leg.; 1 4 (Fig. 9), Nara 
Pref., Totsukawa-mura, Taki, em. 4. X. 2002, ex larva, H. Fukuda leg.; 1 そ (Fig. 10), Nara Pref., Totsukawa- 
mura, Takı, em. 4. X. 2002, ex larva, N. Minotani leg. Paratypes are in the collection of H. Fukáda, one of the 
authors. 


Distribution. Japan (the Kii mountains in the Kii Peninsula areas; Nara Pref. and Mie Pref., Kinki) 
亜 種 名 は , 本 亜 種 の 分 布 圏 が 紀伊 山地 の 一 部 に 限ら れる こと に 因む . 
分 布 . 奈良 県 川上 村 ・ 十 津川 村 ・ 三 重 県 大 台 町 (I 旧 宮川 村 ). 


な お , Fig. 1 に 示さ れ た 日 本 産 ホ シミ スジ の WP5 に よる 系 統 関係 の 中 で , 九州 個体 群 は , 西日本 個体 群 
と は 違う クラ スタ ー に 入る こと が 判明 し て いる . 筆者 ら は , すでに 成虫 斑紋 に つい て も 違い を 見 出し て 
お り , 近 く 亜 種 の 記載 を 含め た 報告 を 行う 予定 で ある . また , 山陰 個体 群 と 西日本 個体 群 の 関係 を 含め , 
日 本 各地 の 個体 群 に つい て も , 成虫 斑紋 の 分 析 と DNA の 解析 と の 整合 性 を 図り な が ら 検 討 を 加え て い 
きた いと 考え て いる . 「 三 重 県 レッ ド デ ー タ ブッ ク 動 物 2005] の 294 ペー ジ の 中 で 中 西 (2005) は , 三重 
県 大 台 町 ( 旧 宮 川村 ) 産 の ホシ ミス ジ に 四国 東南 部 山地 亜 種 ヵ gggg: を 適用 し て いる が , 三重 県 を 含む 
奈良 県 の 紀伊 山地 個体 群 は Azzzggzz と は 分 布 成因 を 異 に する 別 亜 種 の 関係 に ある こと を 付記 し て お く . 
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Summary 


Fujioka (1998) and Fujioka et al. (1999) divided N. pryeri in Japan into three subspecies, that is, yodoei of the 
Oki Is on the Japan Sea, iwasei in the mainland of Japan and hamadai in southeastern mountains of Shikoku. 
Later, Fukuda and Minotani (2000) separated the population of the lowland areas of Setonainai Sea as a new 
subspecies setoensis and Fukuda et al. (2000) separated the population of Kitakami highlands as a new sub- 
species kitakamiensis. 


In the present study, it was revealed that the specimens from the Kii mountains in Kii peninsula are different 
from iwasei and setoensis. The wing maculation of the 9 specimens of kiiensis were illustrated in Figs 2-10 
and its result was summarized in Table 1. The phylogenetic tree of Japanese Neptis pryeri constructed with 
the NJ method by the paup4.0b10 software package is shown in Fig. 1. Here, our molecular phylogenetic 
analysis revealed that the Ki Mountains population of Neptis pryeri should be independent from other 
Japanese populations. 


A new subspecies, Neptis pryeri kiiensis Fuküda, Minotani & Shinkawa, subsp. nov. was described from the 
area of the Kii mountains based on analysis of wing maculation and mtDNA の 5. 


The Japanese Neptis pryeri group is thus summarized as follows. 


Neptis pryeri kitakamiensis Fuküda, Minotani & Iwano, 2000 
Neptis pryeri iwasei Fujioka, 1998 

Neptis pryeri setoensis Fukuda & Minotani, 2000 

Neptis pryeri yodoei Fujioka, 1998 

Neptis pryeri hamadai Fujioka, Minotani & Fukuda, 1999 
Neptis pryeri kiiensis Fuküda, Minotani & Shinkawa, subsp. nov. 
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